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2010知的財産フォーラム

主催

プログラム

参加費

無料

10:40 報告

「お茶の水女子大学における知的財産活動の取り組み」

「奈良女子大学における大学の知力を活かした地域連携活動の取り組み」

13:00 講話

文部科学省研究振興局研究環境・産業連携課
講演

山内勉先生（福井工業大学）

「デザインが発揮する力―大学発のデザインイノベーションを考える」

川瀬幹夫先生（三協国際特許事務所）

「知的財産の活用による大学の社会連携推進」

14:15 パネルディスカッション

山内勉先生

川瀬幹夫先生

浦田雄次先生（新潟薬科大学・知的財産アドバイザー・主催研究会顧問）

15:00 セミナーセッション

グループ討議

17:30 情報交換会



登壇者プロフィール（敬称略）

山内 勉 福井工業大学デザイン学科教授
1970年千葉大学工学部工業意匠学科卒業後、松下電工（現パナソニック電工）株式会社入社。 住
宅設備、電気設備機器の商品デザイン開発、全社デザイン戦略企画を経て、全社デザイン部門マネ
ジメントを担当。
2009年より福井工業大学デザイン学科でデザイン教育、研究に従事。プロダクトデザインコース担
当。福井商工会議所主催「COOL FUKUI PRODUCTS研究会」コーディネータなど、地域のプロ
ジェクトにも参画。
対外活動は、社団法人日本インダストリアルデザイナー（JIDA）協会正会員、前理事長。日本デザ
イン学会評議員など。
デザイン関係の受賞は、毎日工業デザイン賞、グッドデザイン賞（Gマーク）部門大賞、BL国際デ
ザインコンペ奨励賞など。著書は「プロダクトデザイン～商品開発に関わるすべての人へ」（共
著）。

川瀬 幹夫 弁理士・三協国際特許事務所所属
1962年、神戸大学電気科卒業 松下電工入社。1971年、弁理士取得。2000年、松下電工定年退職、
三協国際特許事務所入所。意匠、商標、著作権法、不正競争防止法担当。現在に至る。
講師歴（定例）は、神戸大学、関西大学、京都精華大学での非常勤講師、経営法友会法務研究会、
発明協会知的財産講座、知的財産協会研修コース、弁理士会研修講座での講師ほか、ＪＩＣＡ、Ａ
ＯＴＳ常任講師。
学会等での活動では、弁理士会意匠委員会副委員長、弁理士会中央知的財産研究所研究委員、
「財」知的財産研究所意匠委員会・アジア知的財産委員会研究員、知的財産協会商標・意匠・フェ
アトレード委員会、工業所有権法学会会員・日本商標協会常務理事、法制部会副部長などを務める。
下記等に執筆・投稿多数。「知財管理」、「知財ぷりずむ」等、判例評釈。意匠、商標、不正競争
防止法等分筆。

浦田 雄次 新潟薬科大学大学知的財産アドバイザー・客員教授／東京工業大学非常勤講師／
女子大学発イノベーション・プロデュース研究会顧問

1971年東京工業大学工学部金属工学科を卒業後、㈱神戸製鋼所へ入社。溶接材料の研究開発、全社
知的財産管理、全社新素材事業企画等を経て、非鉄事業部門の技術部長として技術全般を統括。
社外活動として、日本航空宇宙工業会素材専門委員長、日本伸銅協会技術委員長・技術戦略委員長、
日本ｱﾙﾐﾆｳﾑ協会技術企画委員等、日本知的財産協会特別事業所代表等の活動に従事。
2002年より特許庁「大学おける知財管理体制構築支援事業」に参画し、東京理科大学、芝浦工業大
学、お茶の水女子大学、宇都宮大学（以上４大学は08年度文科省｢産学官連携戦略展開事業｣に採
択）、新潟薬科大学における知的財産管理体制や戦略の構築に従事。
著書は「大学における知的財産管理体制構築支援ﾏﾆｭｱﾙ」（03～10年度版、特許庁発行、共著）、
「大学の現場から見た産学連携と知的財産戦略」（「発明通信」06年2月～12月号へ連載）他。セ
ミナー等での講演多数 。

女子大学発イノベーションプロデュース研究会
お茶の水女子大学・奈良女子大学・日本女子大学

主催

問 合 せ 先

お茶の水女子大学知的財産本部
Tel: 03-5978-5518, Fax: 03-5978-2732, Email: inno-pro2010@cc.ocha.ac.jp

＊女子大学発イノベーションプロデュース研究会は、文部科学省の「産学官連携戦略展開事業」また「産学
官連携自立化促進プログラム」に基づき、大学からの「研究成果の社会への普及」を推進するべく、奈
良女子大学、日本女子大学、お茶の水女子大学の三校で、2008年度から継続している研究会です。


